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博
士
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期
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程
三
年

李
二
曲
（

一
六
二
七
ー
一

七

0
五
）
の
「
四
書
反
身
録
』
（
以
下
、
「
反
身
録
』
）

は
、
康
煕
二
十
四
年
（

一
六
八
五
）
、

二
曲
五
十
九
歳
の
時
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ

こ
れ

も
そ
も
『
四
書
』
に
対
す
る
姿
勢
と
し
て
、
李
二
曲
は
読
者
に
「
諸
を
身
に
体

し
め

し
、
諸
を
行
に
見
し
、
之
を
充
た
し
て
天
徳
為
り
、
之
に
達
し
て
王
道
為
り
、

体
有
り
用
有
り
、
世
に
補
ひ
有
る
」
こ
と
を
求
め
る
（
「識
言
」
）
。
さ
ら
に
「
四

書
数
章
を
看
る
に
は
須
ら
く
白
文
を
看
る
べ
し
。
先
に
註
を
看
る
勿
れ
。
白
文

契
せ
ざ
れ
ば
、
然
る
後
に
註
及
び
四
書
大
全
を
閲
す
。
」
（
「
関
中
書
院
会
約
」
）

と
い
う
発
言
も
併
せ
て
考
え
る
時
、
『
四
書
』
そ
の
も
の
を
主
体
的
に
咀
哨
し
、

「
反
身
実
践
」
す
る
と
い
う
の
が
、
李
二
曲
の
甚
本
的
な
態
度
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
李
二
曲
の
存
命
時
、
『
反
身
録
』
に
対
し
て
は
「
四
書
集
注
』
を

羽
翼
す
る
と
い
う
評
価
（
「潜
確
録
」）

が
あ
っ
た
。
字
義
的
な
観
点
も
含
め
、

『
四
書
集
注
』
は
ど
の
よ
う
に
『
反
身
録
』
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

本
発
表
で
は
、
『
反
身
録
』
述
作
の
意
図
を
探
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
李
二
曲
の

『
四
書
反
身
録
』
に
つ
い
て

久

米

晋

平

二
松
學
舎
大
学
人
文
学
会
第
九
十
九
回
大
会
研
究
発
表
要
旨

『
四
書
』
観
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ
ら
に
可
能
で
あ
れ
ば
、

「
反
身
録
』
へ
の

批
判
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
主
に
朱
子
学
を
宗
と
す
る
同
時
代
の
人
士
と

の
対
比
に
も
言
及
し
た
い
。

魯
迅
小
説
に
描
か
れ
た
「
女
性
像
」

r
咽
減
」
、
『
祐
復
」
を
中
心
に

博
士
後
期
課
程
三
年

本
研
究
の
目
的
は
、
魯
迅
の
小
説
に
女
性
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
の
か
、

魯
迅
は
彼
女
た
ち
を
通
し
て
ど
ん
な
社
会
問
題
を
取
り
上
げ
た
の
か
、
中
国
前

近
代
の
封
建
性
を
ど
う
暴
き
だ
し
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
。
そ
し
て

魯
迅
の
小
説
集
『
咽
減
』
、
『
祐
復
」
の
中
の
も
っ
と
も
完
成
度
の
高
い
五
つ
の

タ
イ
プ
の
女
性
像
、

つ
ま
り
儒
教
倫
理
を
背
負
っ
た
女
性
、
家
出
し
た
後
の

「
婦
拉
（
ノ
ラ
）」
、
自
己
意
識
を
持
ち
始
め
た
女
性
像
、
息
子
を
失

っ
た
母
親

像
、
脇
役
の
女
性
像
を
取
り
上
げ
て
分
析
す
る
。

魯
迅
が
女
性
を
描
く
の
は
う
ま
く
な
い
と
い
う
見
解
が
魯
迅
研
究
者
の
中
に

あ
る
。
だ
が
少
な
い
描
写
で
そ
の
時
代
女
性
が
ど
ん
な
に
社
会
か
ら
苛
（
さ
い

な
）
ま
れ
て
き
た
の
か
、
彼
女
た
ち
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
反
杭
し
た
の
か
、

日
時

場
所

李

選
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そ
の
時
代
の
女
性
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
魯
迅
の
女
性
像
は
見
事
に
こ
れ
ら
を

明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
魯
迅
は
中
国
の
誰
よ
り
も
「
近
代
」
と
い
う
も

の
に
目
覚
め
て
、
そ
し
て
近
代
の
「
女
性
解
放
」
問
題
に
関
わ
る
い
く
つ
か
の

テ
ー
マ
を
意
識
し
な
が
ら
、
そ
の
側
面
を
小
説
に
登
場
し
た
人
物
に
投
影
さ
せ

た。

中
国
の
前
近
代
の
封
建
性
か
ら
よ
り
酷
い
被
害
を
受
け
た
の
は
女
性
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
女
性
た
ち
の
真
実
を
追
う
こ
と
は
当
時
の
中
国
社
会
の

非
人
道
的
な
面
、
残
酷
な
実
態
を
暴
く
作
業
と
も
言
え
る
。

付
記
第
九
十
九
回
大
会
は
、
当
初
七
月
四
日
（
土
）
に
柏
校
舎
で
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
学
学
生
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ヘ
の
感
染
が
確
認
さ

れ
た
た
め
、
延
期
さ
れ
、
前
記
の
日
程
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
予
定
さ
れ
て

い
た
講
演
、
懇
親
会
は
中
止
と
な
り
、
研
究
発
表
、
総
会
の
み
の
開
催
と
な
り

ま

し

た

。

（

人

文

学

会

事

務

局

）
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